
も
総
合
的
な
尺
度(

幸
福
量
？)

を
持
っ
て
い
る
事
で
す
。
そ
し
て

男
性
中
心
の
社
会
に
多
様
性
を

与
え
る
こ
と
で
、
産
地
の
量
的
・

質
的
な
発
展
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
農
業
を
通
し
て
、
生
産
者
は

楽
し
く
豊
か
に
、
消
費
者
は
美
味

し
く
健
康
に
、
そ
し
て
、
生
産
者

と
消
費
者
が
売
り
手
・
買
い
手
と

い
う
対
立
で
は
な
く
、
両
者
が
楽

し
く
豊
か
で
健
康
に
な
る
関
係
を

築
き
、
そ
れ
を
次
代
に
つ
な
ぐ
と

い
う
事
が
大
切
で
あ
る
」
と
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
農
村
女
性
団
体
の
後
継

者
確
保
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
ま

し
た
。「
明
確
な
解
決
方
法
は
な

い
の
が
実
情
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

た
情
報
発
信
も
有
効
な
の
で
は
。」

と
の
事
で
し
た
。
飯
山
市
で
も
後

継
者
確
保
に
つ
い
て
は
同
じ
状
況

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

来
年
、
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。　
　
　
　

　
　

情
報
委
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酒
井
智
恵
子
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長
野
県
農
村
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
12
月
15
日
に
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
10
月
に
応
募
が
行
わ
れ
た
農
村
女
性
き
ら
め
き
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
・
最
優
秀
賞
受
賞
者
の
体
験
発
表
、
事
例
発
表
と
講
演
で
す
。

飯山市農業委員会事務局
飯山市役所農林課内
電話：0269 ‐ 62 ‐ 3111

（内線 261）   
ＦＡＸ：0269 ‐ 62 ‐ 6221

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
お
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
雪
解
け
の
遅
れ
・
梅
雨

明
け
か
ら
の
高
温
旱
魃（
干
ば
つ
）

か
ら
お
盆
よ
り
一
転
し
て
の
曇
天

長
雨
、
そ
し
て
初
冬
の
高
温
と
異

常
気
象
が
常
態
化
し
た
1
年
と

な
り
、
水
稲
を
初
め
各
農
作
物

栽
培
に
も
た
い
へ
ん
ご
苦
労
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
、
水
稲
は

や
や
不
作
と
な
り
ま
し
た
が
野
菜

等
ほ
ぼ
平
年
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
10

月
5
日
ア
ト
ラ
ン
タ
で
行
わ
れ
た

閣
僚
交
渉
に
よ
り
大
筋
合
意
が
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府

は
重
要
5
品
目
を
初
め
国
内
利

益
は
守
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
画

自
賛
し
、
農
業
分
野
へ
の
影
響
は

軽
微
だ
と
し
て
い
ま
す
が
そ
の
根

拠
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
農

業
委
員
会
組
織
で
は
、
Ｊ
Ａ
は
じ

め
関
係
団
体
と
連
携
し
詳
細
な

情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
現

場
の
意
見
・
要
望
を
と
り
ま
と
め
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

農業委員会長
松永　晋一

　

飯
山
市
農
業
委
員
会
で
は
、
11
月
26
日
に
足
立
市
長
に
対
し
平
成
27

年
度 

農
林
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
農
業
委
員
会
法
第
６
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
行

政
機
関
へ
建
議
す
る
も
の
で
、
地
域
の
担
い
手

と
な
る
農
業
者
へ
の
農
地
集
積
の
取
組
み
、
飯

山
ら
し
い
地
域
振
興
策
の
実
践
で
特
徴
あ
る
農

業
・
農
村
づ
く
り
等
を
積
極
的
に
図
ら
れ
る
よ

う
市
長
建
議
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
　
市 

長 

建 

議

あしあと　１１・１２月の活動記録
11 月 5 日 長野県農業委員大会（上田市）

10 日 農業委員会役員会
26 日 11 月農業委員会総会
〃　 市長建議

12 月 11 日 農地相談
〃　 農業委員会役員会

15 日 県農村女性フェスティバル（長野市）
25 日 12 月農業委員会総会

　会場には、
各市町村の農
産物加工品等
の展示販売が
あり、飯山市
からは「フジ
モト」「いいや
ま食文化の会・菜の花」「やよい農園」が出店
されていました。

・
農
産
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
商

品
化
し
た
土
産
な
ど
観
光
・
商
工

業
に
関
す
る
も
の
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
お
け
る
御
礼
品
も
含
め
て
、

縦
割
で
な
く
横
断
的
に
連
携
さ
せ

る
知
識
・
能
力
を
有
す
る
人
材
を

備
え
、
総
合
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

展
開
す
る
部
署
を
設
置
し
、
き
ち

ん
と
人
員
を
配
置
す
る
た
め
に
必

要
な
予
算
措
置
を
。

・
平
成
30
年
の
米
需
給
調
整
方
法

の
見
直
し
を
踏
ま
え
、市
と
Ｊ
Ａ
が

連
携
を
密
に
し
、米
を
中
心
と
す

る
飯
山
市
農
業
の
方
向
と
施
策

を
検
討
し
、農
業
所
得
増
に
向
け

長
野
県
農
村
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国
の
政
策
大
綱
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
引
き
続
き
運
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
法
の
改
正
が
8

月
28
日
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
主

な
改
正
点
は
、
農
業
委
員
会
が
そ

の
主
た
る
使
命
で
あ
る
農
地
利
用

の
最
適
化
の
推
進
（
一
、
担
い
手

へ
の
集
積
・
集
約
化　
二
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止・
解
消　
三
、

新
規
参
入
の
促
進
）
が
義
務
業
務

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
ほ

か
、
選
出
方
法
は
市
町
村
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
。
委

員
は
認
定
農
業
者
が
過
半
と
す

る
。
農
地
最
適
化
推
進
委
員
の
設

置
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
施
策

へ
の
意
見
提
出
、
農
業
委
員
会
活

動
の
「
見
え
る
化
」、
農
業
会
議

の
社
団
法
人
化
等
大
幅
な
改
革

と
な
り
ま
し
た
。委
員
会
業
務
は
、

一
部
新
法
の
適
用
に
は
な
り
ま
す

が
、
飯
山
市
農
業
委
員
会
の
現
委

員
任
期
は
平
成
30
年
7
月
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
任
期
中
は
旧
法

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
農
地

の
最
適
化
に
は
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
農
政
諸
課
題
に
つ
い

て
、
農
業
委
員
会
組
織
を
挙
げ
て

真
に
農
業
農
村
の
発
展
に
な
る
よ

う
、
運
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
各
位
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

・
地
区
の
特
徴
を
生
か
し
た
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
・
推
進
に
あ

た
り
、
国
・
県
で
は
対
応
で
き
な

い
事
業
へ
の
助
成
等
の
継
続
を
。

・
近
年
増
加
の
熊
の
出
没
に
対
す

る
ス
ム
ー
ズ
な
捕
獲
対
応
と
よ
り

一
層
の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
。
併

せ
て
森
林
の
整
備
や
里
山
の
保
全

活
動
へ
の
継
続
的
な
支
援
を
。

　

最
優
秀

賞
を
受
賞

さ
れ
た
方

の
体
験
発

表
は
、
中
野
市
の
ぼ
た
ん
こ
し
ょ

う
フ
ァ
ー
ム
有
限
責
任
事
業
組

合
さ
ん
の
「
青
果
及
び
加
工
品
を

生
産
販
売
す
る
責
任
あ
る
組
織
、

個
人
で
は
な
く
地
域
全
体
で
の
取

組
、
ぼ
た
ん
こ
し
ょ
う
を
核
と
し

た
地
域
お
こ
し
が
で
き
る
組
織
」

を
目
的
と
し
た
生
産
振
興
と
6
次

産
業
化
へ
の
取
組
み
の
お
話
と
、

伊
那
市
の
や
さ
い
村
信
州
高
遠
藤

沢
郷
こ
か
げ
さ
ん
の
「
農
地
の
荒

廃
を
防
ぎ
環
境
を
保
全
す
る
、
働

く
場
の
創
出
、
地
域
の
連
携
、
地

元
に
誇
り
を
持
ち
生
き
生
き
暮
ら

す
」を
モ
ッ
ト
ー
に
農
家
食
堂「
こ

か
げ
」
を
開
店
さ
せ
た
お
話
で
し

た
。

　

事
例
発
表
は
、
2
つ
の
事
例
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
筑
波
大
学
教
授
の
納

口
る
り
子
さ
ん
の
「
女
性
の
感
性

を
生
か
し
た
農
業
・
農
村
の
振
興
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
女
性
能
力
の

す
ぐ
れ
た
点
は
、
共
感
力・コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
、
経
済
よ
り

た
生
産
振
興
対
策
を
早
急
に
計
画

し
、可
能
な
も
の
か
ら
の
実
践
を
。

・
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
の
開
業
に

よ
り
、
地
域
の
「
食
」
が
今
後

の
誘
客
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
る
の

で
、
ブ
ラ
ン
ド
豚
「
北
信
州
み
ゆ

き
ポ
ー
ク
」
の
生
産
維
持
・
拡
大

に
向
け
、
中
長
期
の
対
策
で
あ
る

後
継
者
育
成
と
生
産
拠
点
の
整

備
に
つ
い
て
、
市
と
Ｊ
Ａ
北
信
州

み
ゆ
き
お
よ
び
養
豚
農
家
が
中
心

と
な
り
早
急
な
対
応
を
。

・
農
地
中
間
管
理
事
業
等
を
十
分

に
活
用
し
、
農
地
の
担
い
手
へ
の

利
用
集
積
を
図
る
と
共
に
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
向

け
た
省
力
化
作
物
の
推
進
と
そ
れ

ら
の
機
材
等
へ
の
支
援
を
。

一
、
飯
山
市
農
林
業
の
振
興
対

策
に
つ
い
て

二
、
農
業
・
農
村
環
境
整
備
と

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

・
農
地
利
用
状
況
調
査
の
専
門
補

助
員
の
設
置
お
よ
び
農
地
台
帳
整

備
に
伴
う
農
業
委
員
会
事
務
局

の
体
制
整
備
を
。

三
、
農
地
の
現
状
把
握
と
適
正

化
に
つ
い
て

四
、
農
業
委
員
会
事
務
局
の
専

任
体
制
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
法
改
正
に
伴
い
、

委
員
会
と
し
て
農
地
状
況
の
把

五
、
国
・
県
等
関
係
機
関
へ
の

要
望
に
つ
い
て

握
・
管
理
業
務
等
が
強
化
さ
れ
、

事
務
局
体
制
に
つ
い
て
は
、
専
任

の
職
員
の
配
置
、
養
成
そ
の
他
の

措
置
を
講
じ
、
事
務
従
事
に
必
要

な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
職
員
の

確
保
・
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
、

市
町
村
長
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
専
任
職
員
の
配
置
等
必

要
な
対
応
を
。

・
過
剰
米
対
策
・
米
価
の
維
持
を

基
本
と
し
た
政
策
の
推
進
。

・
直
接
支
払
事
業
の
戦
略
作
物
の

価
格
補
償
対
策
の
実
施
。

・
農
産
物
等
に
お
い
て
は
消
費
税

を
外
税
表
示
の
実
施
。

・
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
の
戦

略
作
物
（
そ
ば
・
麦
・
大
豆
等
）

の
価
格
補
償
対
策
の
実
施
。

・
農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
資

本
力
の
あ
る
株
式
会
社
等
の
中
山

間
地
へ
の
参
入
促
進
。

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
伴
う
今
後

の
農
産
物
へ
の
影
響
対
策
の
確
実

な
実
施
。　

　　
以
上
、
建
議
提
出
後
、
市
長
と

農
業
委
員
の
懇
談
が
行
わ
れ
、
飯

・
若
手
農
業
者
の
市
場
視
察
や
経

営
戦
略
研
修
等
へ
の
積
極
的
参
加

を
。

・
農
業
経
営
に
意
欲
あ
る
青
年
の

就
農
支
援
策
と
し
て
市
独
自
の
支

援
を
。

山
市
の
農

業
振
興
に

つ
い
て
意

見
交
換
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中

で
市
長
か

ら
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン

グ
係
を
設
置
し
て
活
動
し
て
き
た

が
、
市
と
し
て
は
農
産
物
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
、
直
接
販
売
交
渉

は
で
き
な
い
。
新
た
な
販
路
に
つ

な
が
り
そ
う
な
事
業
者
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
情
報
を
含
め
て

Ｊ
Ａ
や
大
規
模
農
家
等
へ
つ
な
い

で
き
た
。
ま
た
農
福
連
携
と
い
っ

た
事
業
も
現
在
進
め
て
い
る
」
と

話
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
さ
れ

て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
正
確
な

情
報
が
取
れ
な
い
」「
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
で
飯
山
が
注
目
さ
れ
て

い
る
の
で
、
飯
山
の
お
い
し
い
物

等
の
Ｐ
Ｒ
を
」「
新
規
就
農
は
若

い
人
だ
け
で
な
く
、
定
年
就
農
等

に
も
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
」
と

い
っ
た
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し

た
。農

政
対
策
委
員
長　

丸
山
和
義


